
４時間の百武彗星 (1996 B2)の尾の変化
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双眼鏡で見ていても気づきませんでしたが、現像が上がって

きてみると、撮影していた４時間で尾の形が随分変化していま

した。それぞれの写真は条件が少し違っているので、調整して

右の画像の様に並べて比較してみました。ＡからＢの約１時間

で枝の様なくっきり分岐した尾が曲がっている事がわかります。
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撮影日 : 1996/03/22                カメラ : PENTAX MX
フィルム : FUJISUPER G800            レンズ : PENTAX 120mm F2.8(3.3)
赤道儀 : 高橋製作所 P-2S 自動ガイド 撮 影 : 片山 徹（和歌山県南部川村にて）

ＢからＣの46分間で更に分岐した尾が更に変化しているのが

わかります。（後ろにズレていっている）また、尾の本体もず

いぶんウネウネ変化していて、ほんの数時間の単位で太陽風の

影響で激しく吹き流されている事がわかります。

ＣからＤの間はカメラのレンズを替えた為に１時間半ほど経

過しています。分岐した尾はかなりボンヤリ拡がっていてＡの

画像ような「クッキリ感」が無くなっています。（画像の右上

が白いのは尾が画角からはみ出してしまった為です。）

橙色の矢印の様に小さくハッキリしたコブの様な濃い部分

（核から剥がれた氷塊？）が頭部から時間と共に離れてる様子

が見れます。この様に詳しく尾の様子が見れたのは撮影時の地

球から百武彗星までの距離が約 0.13AU（1950万キロ）という近

距離であった事が挙げられます。


